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WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

WHAグループ、スマートファクトリーのための高度セキュリティシステムと
エンジニアソリューションに関するウエビナーを開催
 

WHAグループ、スマートファクトリーのための高度セキュリティシステムと
エンジニアソリューションに関するウエビナーを開催
 

WHAインダストリアル・デベロップメント社はWHA工業団地
に入居するさまざまな企業のマネージャーや責任者を対象に
「Innovation Advanced Security System and 
Engineering Solutions for Smart Factory」と題したウエ
ビナーを開催。PCS　Security and facility Services国内
営業部長Nathawat Rucksawong氏が2021年の注目すべ
きセキュリティトレンドについての有益な情報を提供し、同社
エンジニアリングサービス　オペレーションマネジャーの
Snthorn Boonto氏が スマートファクトリーのためのエンジ
ニアリングソリューションについて説明を行いました。
　参加者はそれぞれの施設のセキュリティ、効率、パフォーマ
ンスを向上させる方法についての包括的な説明に耳を傾けて
いました。

WHAグループ、2021年のCSR活動を開始WHAグループ、2021年のCSR活動を開始

Spiber( タイ )、
WHA 工業団地に最新技術の生産拠点を開所

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
通
し
て

　
　
　   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

  

W
H
A
、
デ
ジ
タ
ル
展
開
で
新
境
地
　
タ
イ
の
産
業
界
に
新
風
を
吹
き
込
む

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
医
療
分
野
に
お
け

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
に
深
い
関

心
を
寄
せ
て
お
り
、
医
師
が
画
像
分
析

を
行
い
、
診
断
を
下
す
一
助
と
な
る
人

工
知
能
（
A
I
）
開
発
を
す
る
タ
イ
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業P

erceptra

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
こ
こ
数
年
、
技
術
が
い

か
に
産
業
を
変
え
て
き
た
か
見
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

中
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
重
要
性
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
、

W
H
A
は
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化

を
も
た
ら
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
取
り

組
み
と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

て
健
全
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
進

歩
と
成
長
の
原
動
力
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
」（
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
C
E
O
）

　

W
H
A
は
保
健
省
と
も
協
力
し
て
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
か
つ
円
滑
な
配

送
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
従
業

員
、
団
地
入
居
企
業
、
近
隣
住
民
の
た

め
８
カ
所
の
工
業
団
地
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
会
場
を
設
け
ま
し
た
。「
我
々
は
地
域

の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
集
団
免

疫
獲
得
の
た
め
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
会
場
で
は
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の

人
々
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
目

的
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
な

い
人
、
交
通
手
段
が
な
い
人
を
含
め
、

全
て
の
人
々
に
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
る

よ
う
す
る
こ
と
で
す
」
と
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
産
業
・
国
際
部
門
取
締
役
デ
ビ
ッ
ド
・

ナ
ー
ド
ン
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

S
p
i
b
e
r
株
式
会
社
の
タ
イ
子
会
社
、
S
p
i
b
e
r
（
タ

イ
）
は
ラ
ヨ
ン
県
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
内
の

新
施
設
の
開
所
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
最
先
端
技
術
を
用
い

た
当
施
設
は
繊
維
の
原
料
と
な
る
構
造
タ
ン
パ
ク
質
（Brew

ed 
Protein

）
の
原
末
を
生
産
す
る
世
界
で
最
大
級
の
拠
点
と
な
り

ま
す
。
S
p
i
b
e
r
の
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、
新
施
設
は
研
究
開
発
（
R
＆
D
）、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
機
能
し
、
生
産
効
率
を
上

げ
、
環
境
負
荷
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

東亞合成、WHA 社と土地購入契約を締結
 EEC での事業拡大に向けて

　

高
品
質
な
ア
ク
リ
ル
製
品
や
化
学
品
の
製
造

を
手
掛
け
る
東
亞
合
成
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
は
、

チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー

ボ
ー
ド
工
業
団
地
2
（
W
H
A 

E
S
I
E 

2
）
で
、
既
存
の
事
業
を
拡
張
す
る
た
め
土
地

購
入
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
高
度
な
技
術
と

最
先
端
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
備
え
た
新
施
設

で
は
生
産
能
力
を
高
め
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
か
ら
の
高
ま
る
需
要
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

　開所式にてWHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役デビッド・ナードン氏（左から３人目）と同最高執行責任者ヴィ
ワット・ジラティカルンサクル氏（左から２人目）の立ち会いのもと、WHAコーポレーション社会長兼グループCEOジャリーポーン・ジャ
ルコーンサクン氏（写真中央）より祝福を受けるSpiber（タイ）社社長の森田啓介氏（右から3人目）。

　WHA コーポレーション社会長兼グループ CEO ジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（中央）と東亞合成（タイランド）社社長の竹
井利明氏 (右から3人目)はこのほど東部経済回廊（EEC）での事業拡大のため土地購入契約を交わしました。式典には東亞合成（タイランド）
社取締役役員工場長の出口浩司氏 ( 右から 2 人目 )、WHA インダストリアル・デベロップメント社副社長のラッダー氏 ( 左から 3 人目 )
らが出席しました。

WHA コーポレーション社会長兼グループ CEO ジャリー
ポーン・ジャルコーンサクン氏はバンナーのランドマーク
となる WHA の新社屋、WHA タワーを訪れた、日立ア
ジ ア（タイ）、セントラル・リテ ール（CRC）Thai 
Watsadu、タイ鹿島建設など、トップ企業の代表を暖か
く迎えました。タワーは 25 階建て、総面積 52,000 平
方メートルのオフィススペースと共有のオープンスペースが
あり、この他に高級店舗スペースを有し、人々の仕事場と
憩いの場として両立しています。東部経済回廊（EEC）
への便利なアクセス、バンコクにも近く、スワンナプーム
空港、メガ・バンナー、セントラルバンナー、国内の主
要な港にも至近の WHA タワーでは、現在入居者を募集
しています。

WHA Group WHA ID

世界保健機関（WHO）が新型コロナウイルスのパンデ
ミック宣言を行ってから1年。世界中の人々が、突然の
日常生活の変化を受け入れ、ニューノーマルな時間を
過ごすようになりました。このなかWHAグループでは家
庭、学校、地域を含む支援のネットワークを強化するた
めに若い世代と社会に向けた活動を継続してきました。
3月にはWHAインダストリアル・デベロップメント社
（WHA I D）とWHAユーティリティ＆パワー社
（WHAUP）が中心となり地域住民のためにいくつかの
活動を実施しました。

教育支援

若い世代は社会の発展にとって重要な役割を担ってい
ます。教育を通して、若い世代は家族を含め自身の生活
を向上させるための武器を身に着けるのです。そして教
育を受けることにより生産性のある市民となりうるので
す。WHA ID と WHAUP はチョンブリ県シラチャの
Bowinコミュニティの学校に教育支援のための寄付を
行いました。
タイ工業団地公社（IEAT）と工業団地入居企業の協力

WHAバンナーの新社屋完成
パートナー企業各社から多くの祝福の言葉が寄せられる
WHAバンナーの新社屋完成
パートナー企業各社から多くの祝福の言葉が寄せられる

デ
ー
タ
共
有
の
難
し
さ
な
ど
の
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
人
口
知
能

（
A
I
）
を
搭
載
し
た
デ
バ
イ
ス
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
る
デ
ー
タ

共
有
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
迅
速

に
、
か
つ
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
、
人
的
ミ
ス
と
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
タ
イ
の
産
業

分
野
を
向
上
さ
せ
る
ス
マ
ー
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
支
持
す
る
た
め
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
初
め
に
は
、
タ

イ
で
初
め
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
発

及
び
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
な
る
T
u
s
P
a
r
k 

W
H
A
が
設

立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
た

め
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長
兼
グ
ル
ー

プ
C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
（
左
か

ら
2
人
目
）
と
上
海
汽
車
集
団

（
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
社
）
お
よ
び
Ｍ

Ｇ
セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
社
長
の

Z
hang H

aibo

氏 

（
右
か
ら
2
人

目
）
は
、
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）

域
内
の
電
気
自
動
車（
E
V
）M
G
ス
ー

パ
ー
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
の
最
終

合
意
案
を
締
結
し
ま
し
た
。
S
A
I
C

モ
ー
タ
ー
社
副
社
長Suroj Sangsnit

氏 

）（
右
端
）、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
＆
国

際
部
門
最
高
執
行
責
任
者
ヴ
ィ
ワ
ッ

ト
・
ジ
ラ
テ
ィ
カ
ル
ン
サ
ク
ル
氏
（
左

端
）
も
式
典
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　

流
通
・
工
業
団
地
運
営
大
手
W
H
A

グ
ル
ー
プ
は
、
上
海
汽
車
集
団

（
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
社
）
お
よ
び
タ

イ
で
M
G
ブ
ラ
ン
ド
車
の
製
造
と
販
売

を
担
う
M
G
セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
と
共

同
で
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
と
サ

ラ
ブ
リ
県
に
あ
る
W
H
A
工
業
団
地
に

電
気
自
動
車
（
E
V
）
用
の
「
M
G
ス
ー

パ
ー
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
5
カ
所

設
置
す
る
契
約
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
は
、
M
G
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
活
動
の
一
つ
で
、
官
民
一
体
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
に
優
し
い

電
気
自
動
車
の
普
及
を
目
指
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。 

チ
ョ
ン
ブ
リ
、
ラ
ヨ

ン
、
サ
ラ
ブ
リ
の
３
県
に
あ
る
W
H
A

工
業
団
地
に
設
置
さ
れ
た
充
電
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
10
月
以
降
、
24
時
間
体

制
で
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
と
M
G

セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
の Zhang H

aibo

社
長
は
「
E
E
C
内
に
M
G
ス
ー
パ
ー

充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
試
験
的
に
設
置

す
る
こ
と
で
タ
イ
国
内
の
電
気
自
動
車

の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
E
E
C
に
お
け
る
W
H
A

グ
ル
ー
プ
の
存
在
は
絶
大
で
、
共
同

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
充
電
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
し
、
成
長
す
る
電
気
自
動
車

市
場
を
支
え
、
安
全
で
、
ク
リ
ー
ン
、

一
般
の
人
々
に
も
便
利
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
、
そ
ん
な
自
動
車
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
我
々
は
タ
イ
が
国
を
あ
げ
て

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
」

　

一
方
、
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

氏
は
「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
持
続
可
能
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め

W
H
A
グ
ル
ー
プ
と
M
G
、
W
H
A
工
業
団
地
内
に

　
　
　
　
　
　
E
V
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
共
同
開
発

W
H
A
U
P
、
太
陽
光
発
電
事
業
を
拡
大
　

   

2
0
2
1
年
内
に
総
発
電
容
量
6
7
0
M
W
達
成
を
目
指
す

CSR

に
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
パ
ー
ト
ナ
ー
を
常
に
追
い
求
め
て
い

ま
す
。
M
G
社
と
の
戦
略
的
な
協
力
関

係
は
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
環
境
価
値

に
対
す
る
確
固
た
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
強
調
す
る
も
の
で
す
。
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進
し
、

E
E
C
周
辺
で
増
え
続
け
る
電
気
自
動

車
利
用
者
を
支
持
し
、
電
気
自
動
車
の

一
大
生
産
拠
点
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
チ
ョ
ン
ブ

リ
・
ク
リ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
産
業
廃
棄

物
発
電
所
、
水
再
生
処
理
プ
ラ
ン
ト
お

よ
び
廃
水
シ
ス
テ
ム
、
屋
上
設
置
型
太

陽
発
電
、
そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
グ
リ
ー
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、
工
業
団
地
や
物
流
施
設
の
環

境
に
優
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速

な
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会
の
責
任
あ
る

一
員
と
し
て
、
天
然
資
源
や
環
境
を
保

護
・
保
全
す
る
方
法
を
模
索
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー

社
（
W
H
A
U
P
）
は
太
陽
光
発
電
事

業
投
資
計
画
に
向
け
て
万
全
の
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
同
社
は
こ
の
ほ
ど
、

バ
ン
ポ
ン
タ
ピ
オ
カ
（
B
T
F
）
社
の

敷
地
面
積
20
ラ
イ
に
発
電
容
量
2
・
32

M
W
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

契
約
を
結
び
ま
し
た
。
ラ
チ
ャ
ブ
リ
県

に
所
在
す
る
B
T
F
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
り
25
年
間
で
お
よ
そ
2
億

6
0
0
万
バ
ー
ツ
の
電
力
コ
ス
ト
を
節

約
で
き
る
見
込
み
で
す
。
操
業
開
始
は

2
0
2
2
年
2
月
で
す
。

　

W
H
A
U
P
社
は
目
標
と
し
て
い
る

持
ち
株
に
基
づ
く
発
電
容
量
を
昨
年
度

の
5
9
0
M
W
か
ら
6
7
0
M
W
へ
と

拡
大
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
1

年
は
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
61
M
W
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
加
え
て
、
さ
ら
に

40
M
W
相
当
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設

置
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
商
業
運
転

開
始
日
（
C
O
D
）
に
は
約
22
M
W
か

ら
順
次
開
始
し
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
最
高
経
営
責
任
者
の

二
ポ
ン
博
士
は
、
同
社
が
今
後
も
タ
イ

と
ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
団
地
内
外
で
の
事

業
発
展
に
注
力
し
、屋
上
太
陽
光
発
電
、

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
、
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
太
陽
光
発
電
や
地
上
設
置
ソ
ー

ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
な
ど
の
太
陽
光
発
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
明
か
し
ま
し

た
。
こ
の
他
に
も
顧
客
に
要
望
に
合
っ

WHAグループ、GMSロジスティックスフォーラム参加者を歓迎
 
WHAグループ、GMSロジスティックスフォーラム参加者を歓迎
 

WHAコーポレーション社コーポレート・マーケティング部シニ
ア・マネジャーFasai Finch氏（写真前列右から3人目）を代表と
するWHAグループは、メコン・インスティトゥート（MI）が主催
し、タイ国際会議展示場機構が主催するGMSロジスティックス
フォーラムの参加者を歓迎しました。今回の視察では政府関係
者、開発支援団体、運輸・物流企業、サプライヤー、製造業へ、東
部経済回廊（EEC）に位置するWHA工業団地の世界基準の事
業運営、施設、サービスの概要が伝えられました。

　

タ
イ
工
業
団
地
運
営
大
手
の
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
は
デ
ジ
タ
ル
医

療
技
術
を
用
い
た
健
康
管
理
支
援
を
拡

大
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
に
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
を
行
う
な
ど
、
日
常
生
活
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
科
学

技
術
を
駆
使
し
、
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
や

勉
強
を
継
続
し
、
他
者
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
産

業
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
多
く
の

患
者
が
在
宅
医
療
を
求
め
、
手
薄
な
医

療
従
事
者
、
医
療
備
品
の
供
給
不
足
、

た
新
し
い
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
も
常
に
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
で
は
主
要
な
顧
客
に

太
陽
光
発
電
の
拡
大
設
置
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
こ
の
計
画
に
は

W
isew

ood

社
の
発
電
容
量
4
・
99

M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
や
水
上
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
オ
ー
ト
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
（
タ
イ
）
の
屋
上
太
陽
光
発

電（
5
M
W
）、Asno H

orie （T
hailand

） 

の
屋
上
太
陽
光
発
電
、
S
A
I
C
モ
ー

タ
ー
社
の
タ
イ
国
内
最
大
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ー
ク
（
4
・
88
M
W
）
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
は
経
験
豊
富
な
、
高

い
技
術
力
と
安
全
基
準
、
専
門
知
識
と

実
績
に
よ
り
、
A
S
E
A
N
地
域
に
お

け
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
お
け
る
第
一
人
者
と
な
る
準
備

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

日立セールス（タイ）岩永正徳氏はWHAタワーを訪問し、WHAコーポレーシ
ョン会長兼グループCEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏に祝福の言葉
を述べました。

CRC Thai Watsadu社長のSuthisarn Chirathivat氏よりお祝いの花束を受
けとるジャリーポーン氏

入居者募集中のWHAタワーを訪れたタイ鹿島建設（株）浜田雅則社長 

により、WHA IDとWHAUPはチョンブリ県シラチャのBaan Khao 
Hin　(Nikorn Rat Bamrung)学校の創立45周年記念式典に参
列しました。野外活動を推進し、勤勉な教師陣と生徒へ支援を提供
するまたとない絶好の機会となりました。
またスポーツマンシップ育成のため、ラヨン県Nongbuaスタジアム
にて開催されたサッカー大会「WHA Nongbuaユースリーグ
2021」を協賛しました。スポーツイベントを通して生徒たちはメンタ
ルと身体の健康を維持しチームワークの重要性を学ぶことができま
す。

コミュニティとの強い絆を構築する

WHAグループを代表してWHA IDとWHAUPはチョンブリ県シラ
チャ登記所を表敬訪問し、事務所の維持と住民へのサービス向上
のための資金援助を行いました。これにより、WHA代表は地元の政
府関係者と会う機会を得ました。
さらにBang Bueng地区管理事務所にも地域コミュニティの住民
のためのサービスポイント設置や事故防止のための交通安全意識
の向上に役立てる資金を提供しました。
また、ラヨン県Bang Khai警察署へは警察官らがより効率的に作
業をこなせるようコンピューターの提供や施設管理のための資金援

助を行いました。
WHA IDとWHAUPはラマ3世の命日に地元当局が主催した清掃キャンペーンにも参加しました。参加者全員がボランティアで地
域の秩序と住民の安全を守るため、道路や歩道のゴミ拾いをおこないました。
CRS活動を継続していくことで、WHAグループは持続可能な方法で地域社会の発展と福祉の向上に貢献しています。 
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W
H
A
ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾
企
業
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
投
資
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に
参
加

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
　
ゲ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
投
資
法
登
録
証
を
授
与

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
国
際
部
部
長
ア
ン

チ
ャ
リ
ー
氏
（
ス
ク
リ
ー
ン
下
段
左
端
）

は
「Investm

ent Prom
otion into 

N
ghe A

n province-T
aiw
anese 

M
arket

」
へ
の
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
、
特
に
ゲ
ア
ン
省
へ
の
投
資
の

機
会
を
う
か
が
う
台
湾
企
業
の
た
め

に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
W
H
A
の
35
年
に
わ
た
る

実
績
と
工
業
団
地
開
発
に
お
け
る
専

門
性
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
、
台

湾
か
ら
の
投
資
家
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
心
意
気
を
述
べ
ま
し
た
。
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン

の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
は
国
際
基
準
を
満
た

し
た
「
ス
マ
ー
ト　

エ
コ　

イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
」

の
も
と
施
工
さ
れ
、
投
資
家
を
呼
び
込

む
万
全
の
準
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
ベ
ト
ナ
ム　

カ
ス
タ
マ
ー
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
部
マ
ネ
ジ
ャ
ーN

guyen 
T
hi T
hu H

ang

氏
は
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１　

ゲ
ア
ン
の
世

界
水
準
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
イ
ン
フ

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

希
望
に
満
ち
た
2
0
2
1
年

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
1　

ゲ
ア
ン　

（
ベ
ト
ナ
ム
）
の
第
１
フ
ェ

ー
ズ
（
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
は
、
ゲ
ア
ン
省
関
係
者

立
ち
合
い
の
も
と
行
わ
れ
た

公
式
式
典
に
て
ゲ
ア
ン
省
人

民
委
員
会
よ
り
改
正
投
資
法

登
録
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

証
書
は
ゲ
ア
ン
P
P
C
会

長N
guyen 

D
uc 
Trung

氏

（
写
真
左
か
ら
10
人
目
）
と

同
社
副
会
長 L

e N
goc H

oa

氏
（
左
か
ら
8
人
目
）
よ
り

授
与
さ
れ
、
W
H
A
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン

社
代
表N

guyen 
T
hi 
Bich 

L
ien

氏
（
同
中
央
）
が
出
席

し
ま
し
た
。
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１　

ゲ

ア
ン
は
ゲ
ア
ン
省
の
重
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
投
資
総

額
は
約
１
億
米
ド
ル
に
上
り

ま
す
。

　

2
0
2
0
年
は
世
界
に
と
っ
て
挑
戦

の
一
年
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
人
々
を
混
乱
に

陥
れ
、
世
界
経
済
は
急
失
速
し
、

1
9
2
9
年
の
世
界
恐
慌
以
来
の
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
我
々
は
希
望
を
持
っ
て
、

し
っ
か
り
と
前
を
見
据
え
て
進
ん
で
い

く
し
か
な
い
の
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
は
世
界
の
状
況
が
改
善
し
、
希
望
に

満
ち
た
2
0
2
1
年
と
な
る
い
く
つ
か

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
を
予
見
し
ま

す
。

１
．
ワ
ク
チ
ン
開
発
と
配
給

　

2
0
2
1
年
の
世
界
経
済
の
信
頼
回

復
と
再
生
に
、
ワ
ク
チ
ン
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
主
要
メ
ー
カ
ー

3
社
が
開
発
し
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
臨
床

試
験
の
結
果
、
有
効
か
つ
安
全
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
、
世
界
の
多
く
の

国
々
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
2
0
2
1
年
上
半
期
に
は
先

進
国
、
発
展
途
上
国
と
も
に
多
く
の

人
々
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
、
今

後
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
機
会
を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
広
ま
れ
ば
、
経
済
は
再

開
し
、
人
々
の
生
活
も
元
通
り
、
通
常

に
戻
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ

う
。

 

２
．
世
界
経
済
の
起
爆
剤

　

世
界
各
国
の
中
央
銀
行
は
金
利
を
低

く
抑
え
る
た
め
金
融
緩
和
政
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
欧
州
と
日
本
は
政
府
施

策
を
支
持
し
、
景
気
刺
激
策
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
商
業
活
動
に
有

益
で
、
世
界

の
経
済
を
刺

激
し
、
過
去

1
年
半
の
間

に
変
化
し
た

環
境
に
適
応

す
る
も
の
で

す
。

３
．
米
国
と

中
国
の
新
し

い
関
係
の
行

方
　

2
0
2
1

年
初
め
の
米

国
大
統
領

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
の
就
任
は
、

新
た
な
米
中
関
係
の
始
ま
り
で
し

た
。
米
中
貿
易
摩
擦
と
テ
ッ
ク
摩
擦

の
緊
張
緩
和
は
世
界
経
済
、
金
融
市

場
、
産
業
分
野
に
と
っ
て
有
益
で
あ

り
、
か
つ
２
つ
の
超
大
国
間
の
対
立

を
減
ら
し
ま
し
た
。
両
国
は
ビ
ジ
ネ

ス
、
自
由
貿
易
に
お
け
る
選
択
肢
に

つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
多
国
間
協

定
や
国
際
協
力
が
再
び
生
ま
れ
る
こ

と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

４
．
デ
ジ
タ
ル
技
術
利
用
の
加

速
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
国

や
組
織
、
個
人
を
守
る
た
め
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
我
々
は

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
処
す
る
た

め
、
効
率
的
か
つ
生
産
的
に
生
活
と

仕
事
を
向
上
さ
せ
る
方
法
を
見
出
し

ま
し
た
。
例
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
実
施
は
、
通
勤
時
間
を
減
ら
し
、

自
動
化
さ
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ

り
生
産
性
が
上
が
り
、
サ
ー
ビ
ス
も

向
上
し
ま
し
た
。
E
コ
マ
ー
ス
と
遠

隔
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　

多
く
の
人
を
失
っ
た
悲
し
み
か
ら

立
ち
直
る
ま
で
、
ま
だ
し
ば
ら
く
時

間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
が
、

2
0
2
1
年
下
半
期
は
希
望
と
多
く

の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
年
に
な
る

と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

皆
が
前
向
き
に
、
心
身
と
も
に
健
康

に
、
ど
ん
な
障
害
に
も
め
げ
ず
に
、

挑
戦
し
続
け
、
目
標
達
成
に
ま
い
進

し
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

成長する産業分野を支える
WHAUPの

太陽光発電サービス

ラ
を
備
え
た
工
業
団
地
設
備
の
説
明

と
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境

保
護
に
つ
い
て
の
当
社
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
投
資
家
ら
が
運
営

を
円
滑
に
行
い
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
W
H
A
と

と
も
に
持
続
可
能
な
成
長
を
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
、
最
善
の
開
発
、
運
営
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
実
施
で
き
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

WHA、ギロック地区の殉教者遺族に
住居建設を支援

　この日、ギロック地区 Nghi Long 自治体 Kim 
Dien 村に住む殉教者ホアン・ヴァン・タイ氏の未亡
人 Dinh Thi Hoa さんも 5,000 万ドンを新築費用の
ため受け取りました。

　写真は殉教者ホアン・ヴァン・タイ氏の新築起工
式に参加する代表者らと、立ち合いの Dinh Thi Hoa
未亡人

WHA、新型コロナワクチン基金を支援
　

ゲ
ア
ン
省
人
民
委
員
会
、
ド
ン
ナ
ム
経
済

区
管
理
委
員
会
、
お
よ
び
ゲ
ア
ン
省
ギ
ロ
ッ

ク
地
区
人
民
委
員
会
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

　

ゲ
ア
ン
社
は
ギ
ロ
ッ
ク
地
区
の
祖
国
戦
線

委
員
会
を
通
じ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
基
金
に

2
億
ド
ン
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　WHA インダストリアルゾーン　ゲアン社より寄付を受けとるギロック
地区祖国戦線委員会の代表者ら

　

今
日
、
特
に
東
部
経
済
回
廊

（
E
E
C
）
域
内
の
タ
イ
企
業
の
多

く
が
、
環
境
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て

お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注

目
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
が
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
常

夏
の
、
太
陽
の
光
に
恵
ま
れ
た
タ
イ

に
お
い
て
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
は
論
理
的
で
実
現
可
能
な
選
択
肢

と
し
て
、
こ
こ
数
年
大
変
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

タ
イ
産
業
界
の
太
陽
光
発
電
を
け

ん
引
す
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
自
社
の
工

場
と
倉
庫
の
屋
上
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
、
稼
働
し
て
い
ま
す
。

S
E
T
上
場
の
子
会
社
W
H
A
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社

（
W
H
A
U
P
）
は
工
業
団
地
に
入

居
す
る
顧
客
企
業
に
、
工
場
の
屋
上

や
駐
車
場
の
屋
根
、
水
上
太
陽
光
発

電
の
導
入
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
日

ま
で
、
50
社
以
上
の
工
場
と
、
総
発

電
容
量
65
M
W
の
契
約
を
結
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
W
H
A
U
P
は

一
躍
、
産
業
界
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
事
業
の
第
一
人
者
と
な
り
ま
し

た
。

　

W
H
A
U
P
最
高
経
営
責
任
者
で

あ
る
二
ポ
ン
博
士
に
よ
る
と
「
今
で

は
多
く
の
企
業
が
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
1
0
0
％
ク
リ
ー
ン

で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す

石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
へ
の
依
存

を
軽
減
し
ま
す
。
産
業
界
は
大
気
、

水
、
土
壌
の
質
に
影
響
を
与
え
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
す
る
努
力

を
担
い
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
当
社
に
は
顧
客
の
要
望
に
十

分
な
理
解
を
示
し
、
そ
の
要
望
に
即

し
た
テ
ラ
ー
メ
イ
ド
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た
め
の
高
い
技

術
と
安
全
基
準
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
認
可
取
得
に
も
精
通
し
て
い
る

た
め
、
わ
が
社
は
長
期
的
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
な
企
業

と
し
て
信
頼
と
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」

　

2
0
2
0
年
10
月
、
W
H
A
U
P

は
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
M
G

生
産
工
場
に
タ
イ
国
内
最
大
と
な
る

電
力
容
量
4
・
8
M
W
、
敷
地
面
積

3
1,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ー
ク
を
納
入
し
ま
し
た
。
ま

た
水
上
太
陽
光
発
電
を
工
場
貯
水
池

に
、
屋
上
太
陽
光
発
電
設
備
を
工
場

と
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
の
二
カ
所
に
設

置
し
、
総
発
電
容
量
4
・
2
M
W
の

３
i
n
１
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
3
月
に
は
W
H
A
U
P
は
複

数
の
官
民
企
業
と
M
o
U
（
覚
書
）

を
締
結
し
、
人
工
知
能
（
A
I
）
と

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し

た
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開
発
し
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
工
業
団
地
内
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
と
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
販
売
管
理
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
は
グ

リ
ッ
ド
に
よ
る
電
力
に
比
べ
て
安
価

で
、
W
H
A
顧
客
に
と
っ
て
は
環
境

問
題
の
改
善
だ
け
で
な
く
操
業
コ
ス

ト
を
抑
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
通
常
、
工
場
な
ど
は
日
中
に
膨

大
な
電
力
を
消
費
し
ま
す
。
日
中
の

設
定
価
格
が
高
い
グ
リ
ッ
ド
の
電
力

の
50
％
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
を
安

価
な
太
陽
光
発
電
で
代
替
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
が
屋
根
か
ら
の
熱
伝
導
を
削
減

し
、
そ
の
結
果
、
空
調
の
費
用
の
節

約
に
も
な
り
ま
す
。

簡
易
な
設
置
と
低
価
格
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
は
簡
易

で
時
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
通
常
６

か
ら
８
週
間
で
完
了
し
ま
す
（
試
運

転
期
間
は
除
く
）。
既
存
の
電
気
系

統
を
変
更
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
太
陽
光
に
よ
る
発
電
は
従
来
の

電
力
と
混
和
し
、
安
定
供
給
が
で
き
、

蓄
電
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

太
陽
光
発
電
は
発
電
過
程
に
お
い

て
燃
焼
や
可
動
も
な
い
た
め
安
全

で
、
メ
ン
テ
ナ
ス
費
用
も
低
く
、
耐

久
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
太

陽
光
発
電
メ
ー
カ
ー
（
P
V
）
は
25

年
〜
30
年
の
保
証
期
間
を
設
け
え
て

い
ま
す
。
定
期
的
な
パ
ネ
ル
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
シ
ス
テ
ム
点
検
で
最

適
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
耐
久
性
が

保
証
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
は
よ
り
安
価
な
電
力

を
投
資
費
用
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

を
か
け
る
こ
と
な
く
得
ら
れ
る
仕
組

み
で
あ
る
エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン
ド　

サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
顧
客
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

工
場
や
商
業
施
設
の
屋
上
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
企
業
は
広
範
囲
な
屋
上

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
太
陽
光
発
電

の
利
点
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

　

W
H
A
U
P
の
屋
上
太
陽
光
発
電

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
設
計
、
許
可
証
、

設
置
、
運
用
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費

用
が
含
ま
れ
、
こ
れ
は
電
力
購
入
契

約
（
P
P
A
）
ス
キ
ー
ム
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。
投
資
費
用
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
を
か
け
ず
、
企
業
は
即
座

に
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
イ
ク
ル

の
一
部
と
な
り
、
環
境
へ
の
影
響
を

低
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
W
H
A
U
P
の
屋
上
型
太

陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し

て
い
る
の
は
、
自
動
車
、
農
業
関
連

企
業
、
建
設
、
消
費
財
、
医
療
な
ど

の
業
界
で
あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
企

業
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

屋
上
太
陽
光
発
電
の
設
置
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
0
6
1
ー

3
9
4
ー

2
1
1
1 

ま
た
は

solarroof@
w
ha-up.com

ま
で

環
境
問
題
を
考
慮
し
た
グ
リ
ー

ン
投
資
家
を
ひ
き
つ
け
る
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
タ

イ
国
内
最
大
手
事
業
者

　

飲
水
思
源
（
物
事
の
基
本
を
忘

れ
な
い
、
他
人
か
ら
の
受
け
た
恩

を
忘
れ
な
い
）
と
い
う
諺
に
着
想

を
得
て
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン
は
ゲ
ア
ン

省
ギ
ロ
ッ
ク
地
区
のN

ghi Long

と N
ghi H

ung

自
治
体
の
殉

教
者
遺
族
に
、
殉
教
者
フ
ァ
ミ

リ
ー
支
援
協
会
の
協
力
を
得
て
、

総
額
１
億
ド
ン
を
住
居
建
築
費
と

し
て
寄
付
し
ま
し
た
。

　

寄
付
は
、
改
革
に
貢
献
し
た

　WHAインダストリアルゾーン　ゲアン社コミュニティ・
リレーション部シニアマネジャー Pratuang Glaiglangdon
氏は殉教者ファミリー支援協会の代表団、ゲアン省ギロッ
ク地区代表、Nghi Hung 自治体会長らとともに、Nguyen 
Thi Tinh さんに家の建築費用として 5,000万ドンを寄付し
ました。

人
々
へ
の
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
て
い
ま
す
。
遺
族
ら
は
、

地
区
や
自
治
体
の
代
表
者
、
ゲ
ア

ン
殉
教
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
協

会
、
そ
し
て
特
に
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン
社

が
物
資
や
心
身
の
両
面
で
支
援
を

提
供
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン

バ
ー
の
福
利
厚
生
や
生
活
環
境
を

向
上
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル　

ゾ
ー
ン　

ゲ

ア
ン
社
ゼ
ネ
ラ
ル
ダ
イ
レ
ク
タ
ーN

guyen 
T
hi B

ich Lien

氏
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
多
く
の
人
の
生
活
を

破
壊
し
ま
し
た
。
こ
の
困
難
な
時
期
に
、
ワ
ク

チ
ン
基
金
に
寄
付
す
る
こ
と
は
、
長
期
的
に
国

民
を
守
る
た
め
の
良
い
戦
略
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
回
の
寄

付
が
直
接
的
な
支
援
と
な
り
、
ギ
ロ
ッ
ク
地
区

の
住
民
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
地
域
社
会
の
人
々
を
支
え
る
慈

善
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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W
H
A
ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾
企
業
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
投
資
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に
参
加

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
　
ゲ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
投
資
法
登
録
証
を
授
与

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
国
際
部
部
長
ア
ン

チ
ャ
リ
ー
氏
（
ス
ク
リ
ー
ン
下
段
左
端
）

は
「Investm

ent Prom
otion into 

N
ghe A

n province-T
aiw
anese 

M
arket

」
へ
の
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
、
特
に
ゲ
ア
ン
省
へ
の
投
資
の

機
会
を
う
か
が
う
台
湾
企
業
の
た
め

に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
W
H
A
の
35
年
に
わ
た
る

実
績
と
工
業
団
地
開
発
に
お
け
る
専

門
性
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
、
台

湾
か
ら
の
投
資
家
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
心
意
気
を
述
べ
ま
し
た
。
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン

の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
は
国
際
基
準
を
満
た

し
た
「
ス
マ
ー
ト　

エ
コ　

イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
」

の
も
と
施
工
さ
れ
、
投
資
家
を
呼
び
込

む
万
全
の
準
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
ベ
ト
ナ
ム　

カ
ス
タ
マ
ー
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
部
マ
ネ
ジ
ャ
ーN
guyen 

T
hi T
hu H

ang
氏
は
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１　

ゲ
ア
ン
の
世

界
水
準
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
イ
ン
フ

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

希
望
に
満
ち
た
2
0
2
1
年

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ゾ
ー
ン
1　

ゲ
ア
ン　

（
ベ
ト
ナ
ム
）
の
第
１
フ
ェ

ー
ズ
（
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
は
、
ゲ
ア
ン
省
関
係
者

立
ち
合
い
の
も
と
行
わ
れ
た

公
式
式
典
に
て
ゲ
ア
ン
省
人

民
委
員
会
よ
り
改
正
投
資
法

登
録
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

証
書
は
ゲ
ア
ン
P
P
C
会

長N
guyen 

D
uc 
Trung

氏

（
写
真
左
か
ら
10
人
目
）
と

同
社
副
会
長 L

e N
goc H

oa

氏
（
左
か
ら
8
人
目
）
よ
り

授
与
さ
れ
、
W
H
A
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン

社
代
表N

guyen 
T
hi 
Bich 

L
ien

氏
（
同
中
央
）
が
出
席

し
ま
し
た
。
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１　

ゲ

ア
ン
は
ゲ
ア
ン
省
の
重
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
投
資
総

額
は
約
１
億
米
ド
ル
に
上
り

ま
す
。

　

2
0
2
0
年
は
世
界
に
と
っ
て
挑
戦

の
一
年
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
人
々
を
混
乱
に

陥
れ
、
世
界
経
済
は
急
失
速
し
、

1
9
2
9
年
の
世
界
恐
慌
以
来
の
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
我
々
は
希
望
を
持
っ
て
、

し
っ
か
り
と
前
を
見
据
え
て
進
ん
で
い

く
し
か
な
い
の
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
は
世
界
の
状
況
が
改
善
し
、
希
望
に

満
ち
た
2
0
2
1
年
と
な
る
い
く
つ
か

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
を
予
見
し
ま

す
。

１
．
ワ
ク
チ
ン
開
発
と
配
給

　

2
0
2
1
年
の
世
界
経
済
の
信
頼
回

復
と
再
生
に
、
ワ
ク
チ
ン
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
主
要
メ
ー
カ
ー

3
社
が
開
発
し
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
臨
床

試
験
の
結
果
、
有
効
か
つ
安
全
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
、
世
界
の
多
く
の

国
々
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
2
0
2
1
年
上
半
期
に
は
先

進
国
、
発
展
途
上
国
と
も
に
多
く
の

人
々
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
、
今

後
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
機
会
を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
広
ま
れ
ば
、
経
済
は
再

開
し
、
人
々
の
生
活
も
元
通
り
、
通
常

に
戻
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ

う
。

 

２
．
世
界
経
済
の
起
爆
剤

　

世
界
各
国
の
中
央
銀
行
は
金
利
を
低

く
抑
え
る
た
め
金
融
緩
和
政
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
欧
州
と
日
本
は
政
府
施

策
を
支
持
し
、
景
気
刺
激
策
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
商
業
活
動
に
有

益
で
、
世
界

の
経
済
を
刺

激
し
、
過
去

1
年
半
の
間

に
変
化
し
た

環
境
に
適
応

す
る
も
の
で

す
。

３
．
米
国
と

中
国
の
新
し

い
関
係
の
行

方
　

2
0
2
1

年
初
め
の
米

国
大
統
領

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
の
就
任
は
、

新
た
な
米
中
関
係
の
始
ま
り
で
し

た
。
米
中
貿
易
摩
擦
と
テ
ッ
ク
摩
擦

の
緊
張
緩
和
は
世
界
経
済
、
金
融
市

場
、
産
業
分
野
に
と
っ
て
有
益
で
あ

り
、
か
つ
２
つ
の
超
大
国
間
の
対
立

を
減
ら
し
ま
し
た
。
両
国
は
ビ
ジ
ネ

ス
、
自
由
貿
易
に
お
け
る
選
択
肢
に

つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
多
国
間
協

定
や
国
際
協
力
が
再
び
生
ま
れ
る
こ

と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

４
．
デ
ジ
タ
ル
技
術
利
用
の
加

速
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
国

や
組
織
、
個
人
を
守
る
た
め
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
我
々
は

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
処
す
る
た

め
、
効
率
的
か
つ
生
産
的
に
生
活
と

仕
事
を
向
上
さ
せ
る
方
法
を
見
出
し

ま
し
た
。
例
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
実
施
は
、
通
勤
時
間
を
減
ら
し
、

自
動
化
さ
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ

り
生
産
性
が
上
が
り
、
サ
ー
ビ
ス
も

向
上
し
ま
し
た
。
E
コ
マ
ー
ス
と
遠

隔
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　

多
く
の
人
を
失
っ
た
悲
し
み
か
ら

立
ち
直
る
ま
で
、
ま
だ
し
ば
ら
く
時

間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
が
、

2
0
2
1
年
下
半
期
は
希
望
と
多
く

の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
年
に
な
る

と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

皆
が
前
向
き
に
、
心
身
と
も
に
健
康

に
、
ど
ん
な
障
害
に
も
め
げ
ず
に
、

挑
戦
し
続
け
、
目
標
達
成
に
ま
い
進

し
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

成長する産業分野を支える
WHAUPの

太陽光発電サービス

ラ
を
備
え
た
工
業
団
地
設
備
の
説
明

と
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境

保
護
に
つ
い
て
の
当
社
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
投
資
家
ら
が
運
営

を
円
滑
に
行
い
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
W
H
A
と

と
も
に
持
続
可
能
な
成
長
を
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
、
最
善
の
開
発
、
運
営
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
実
施
で
き
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

WHA、ギロック地区の殉教者遺族に
住居建設を支援

　この日、ギロック地区 Nghi Long 自治体 Kim 
Dien 村に住む殉教者ホアン・ヴァン・タイ氏の未亡
人 Dinh Thi Hoa さんも 5,000 万ドンを新築費用の
ため受け取りました。

　写真は殉教者ホアン・ヴァン・タイ氏の新築起工
式に参加する代表者らと、立ち合いの Dinh Thi Hoa
未亡人

WHA、新型コロナワクチン基金を支援
　

ゲ
ア
ン
省
人
民
委
員
会
、
ド
ン
ナ
ム
経
済

区
管
理
委
員
会
、
お
よ
び
ゲ
ア
ン
省
ギ
ロ
ッ

ク
地
区
人
民
委
員
会
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

　

ゲ
ア
ン
社
は
ギ
ロ
ッ
ク
地
区
の
祖
国
戦
線

委
員
会
を
通
じ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
基
金
に

2
億
ド
ン
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　WHA インダストリアルゾーン　ゲアン社より寄付を受けとるギロック
地区祖国戦線委員会の代表者ら

　

今
日
、
特
に
東
部
経
済
回
廊

（
E
E
C
）
域
内
の
タ
イ
企
業
の
多

く
が
、
環
境
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て

お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注

目
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
が
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
常

夏
の
、
太
陽
の
光
に
恵
ま
れ
た
タ
イ

に
お
い
て
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
は
論
理
的
で
実
現
可
能
な
選
択
肢

と
し
て
、
こ
こ
数
年
大
変
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

タ
イ
産
業
界
の
太
陽
光
発
電
を
け

ん
引
す
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
自
社
の
工

場
と
倉
庫
の
屋
上
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
、
稼
働
し
て
い
ま
す
。

S
E
T
上
場
の
子
会
社
W
H
A
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社

（
W
H
A
U
P
）
は
工
業
団
地
に
入

居
す
る
顧
客
企
業
に
、
工
場
の
屋
上

や
駐
車
場
の
屋
根
、
水
上
太
陽
光
発

電
の
導
入
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
日

ま
で
、
50
社
以
上
の
工
場
と
、
総
発

電
容
量
65
M
W
の
契
約
を
結
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
W
H
A
U
P
は

一
躍
、
産
業
界
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
事
業
の
第
一
人
者
と
な
り
ま
し

た
。

　

W
H
A
U
P
最
高
経
営
責
任
者
で

あ
る
二
ポ
ン
博
士
に
よ
る
と
「
今
で

は
多
く
の
企
業
が
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
1
0
0
％
ク
リ
ー
ン

で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す

石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
へ
の
依
存

を
軽
減
し
ま
す
。
産
業
界
は
大
気
、

水
、
土
壌
の
質
に
影
響
を
与
え
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
す
る
努
力

を
担
い
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
当
社
に
は
顧
客
の
要
望
に
十

分
な
理
解
を
示
し
、
そ
の
要
望
に
即

し
た
テ
ラ
ー
メ
イ
ド
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た
め
の
高
い
技

術
と
安
全
基
準
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
認
可
取
得
に
も
精
通
し
て
い
る

た
め
、
わ
が
社
は
長
期
的
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
な
企
業

と
し
て
信
頼
と
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」

　

2
0
2
0
年
10
月
、
W
H
A
U
P

は
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
M
G

生
産
工
場
に
タ
イ
国
内
最
大
と
な
る

電
力
容
量
4
・
8
M
W
、
敷
地
面
積

3
1,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ー
ク
を
納
入
し
ま
し
た
。
ま

た
水
上
太
陽
光
発
電
を
工
場
貯
水
池

に
、
屋
上
太
陽
光
発
電
設
備
を
工
場

と
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
の
二
カ
所
に
設

置
し
、
総
発
電
容
量
4
・
2
M
W
の

３
i
n
１
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
3
月
に
は
W
H
A
U
P
は
複

数
の
官
民
企
業
と
M
o
U
（
覚
書
）

を
締
結
し
、
人
工
知
能
（
A
I
）
と

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し

た
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開
発
し
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
工
業
団
地
内
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
と
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
販
売
管
理
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
は
グ

リ
ッ
ド
に
よ
る
電
力
に
比
べ
て
安
価

で
、
W
H
A
顧
客
に
と
っ
て
は
環
境

問
題
の
改
善
だ
け
で
な
く
操
業
コ
ス

ト
を
抑
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
通
常
、
工
場
な
ど
は
日
中
に
膨

大
な
電
力
を
消
費
し
ま
す
。
日
中
の

設
定
価
格
が
高
い
グ
リ
ッ
ド
の
電
力

の
50
％
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
を
安

価
な
太
陽
光
発
電
で
代
替
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
が
屋
根
か
ら
の
熱
伝
導
を
削
減

し
、
そ
の
結
果
、
空
調
の
費
用
の
節

約
に
も
な
り
ま
す
。

簡
易
な
設
置
と
低
価
格
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
は
簡
易

で
時
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
通
常
６

か
ら
８
週
間
で
完
了
し
ま
す
（
試
運

転
期
間
は
除
く
）。
既
存
の
電
気
系

統
を
変
更
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
太
陽
光
に
よ
る
発
電
は
従
来
の

電
力
と
混
和
し
、
安
定
供
給
が
で
き
、

蓄
電
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

太
陽
光
発
電
は
発
電
過
程
に
お
い

て
燃
焼
や
可
動
も
な
い
た
め
安
全

で
、
メ
ン
テ
ナ
ス
費
用
も
低
く
、
耐

久
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
太

陽
光
発
電
メ
ー
カ
ー
（
P
V
）
は
25

年
〜
30
年
の
保
証
期
間
を
設
け
え
て

い
ま
す
。
定
期
的
な
パ
ネ
ル
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
シ
ス
テ
ム
点
検
で
最

適
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
耐
久
性
が

保
証
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
は
よ
り
安
価
な
電
力

を
投
資
費
用
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

を
か
け
る
こ
と
な
く
得
ら
れ
る
仕
組

み
で
あ
る
エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン
ド　

サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
顧
客
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

工
場
や
商
業
施
設
の
屋
上
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
企
業
は
広
範
囲
な
屋
上

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
太
陽
光
発
電

の
利
点
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

　

W
H
A
U
P
の
屋
上
太
陽
光
発
電

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
設
計
、
許
可
証
、

設
置
、
運
用
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費

用
が
含
ま
れ
、
こ
れ
は
電
力
購
入
契

約
（
P
P
A
）
ス
キ
ー
ム
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。
投
資
費
用
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
を
か
け
ず
、
企
業
は
即
座

に
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
イ
ク
ル

の
一
部
と
な
り
、
環
境
へ
の
影
響
を

低
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
W
H
A
U
P
の
屋
上
型
太

陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し

て
い
る
の
は
、
自
動
車
、
農
業
関
連

企
業
、
建
設
、
消
費
財
、
医
療
な
ど

の
業
界
で
あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
企

業
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

屋
上
太
陽
光
発
電
の
設
置
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
0
6
1
ー

3
9
4
ー

2
1
1
1 

ま
た
は

solarroof@
w
ha-up.com

ま
で

環
境
問
題
を
考
慮
し
た
グ
リ
ー

ン
投
資
家
を
ひ
き
つ
け
る
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
タ

イ
国
内
最
大
手
事
業
者

　

飲
水
思
源
（
物
事
の
基
本
を
忘

れ
な
い
、
他
人
か
ら
の
受
け
た
恩

を
忘
れ
な
い
）
と
い
う
諺
に
着
想

を
得
て
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン
は
ゲ
ア
ン

省
ギ
ロ
ッ
ク
地
区
のN

ghi Long

と N
ghi H

ung

自
治
体
の
殉

教
者
遺
族
に
、
殉
教
者
フ
ァ
ミ

リ
ー
支
援
協
会
の
協
力
を
得
て
、

総
額
１
億
ド
ン
を
住
居
建
築
費
と

し
て
寄
付
し
ま
し
た
。

　

寄
付
は
、
改
革
に
貢
献
し
た

　WHAインダストリアルゾーン　ゲアン社コミュニティ・
リレーション部シニアマネジャー Pratuang Glaiglangdon
氏は殉教者ファミリー支援協会の代表団、ゲアン省ギロッ
ク地区代表、Nghi Hung 自治体会長らとともに、Nguyen 
Thi Tinh さんに家の建築費用として 5,000万ドンを寄付し
ました。

人
々
へ
の
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
て
い
ま
す
。
遺
族
ら
は
、

地
区
や
自
治
体
の
代
表
者
、
ゲ
ア

ン
殉
教
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
協

会
、
そ
し
て
特
に
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア
ン
社

が
物
資
や
心
身
の
両
面
で
支
援
を

提
供
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン

バ
ー
の
福
利
厚
生
や
生
活
環
境
を

向
上
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル　

ゾ
ー
ン　

ゲ

ア
ン
社
ゼ
ネ
ラ
ル
ダ
イ
レ
ク
タ
ーN

guyen 
T
hi B

ich Lien

氏
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
多
く
の
人
の
生
活
を

破
壊
し
ま
し
た
。
こ
の
困
難
な
時
期
に
、
ワ
ク

チ
ン
基
金
に
寄
付
す
る
こ
と
は
、
長
期
的
に
国

民
を
守
る
た
め
の
良
い
戦
略
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
回
の
寄

付
が
直
接
的
な
支
援
と
な
り
、
ギ
ロ
ッ
ク
地
区

の
住
民
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
地
域
社
会
の
人
々
を
支
え
る
慈

善
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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1

WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

WHAグループ、スマートファクトリーのための高度セキュリティシステムと
エンジニアソリューションに関するウエビナーを開催
 

WHAグループ、スマートファクトリーのための高度セキュリティシステムと
エンジニアソリューションに関するウエビナーを開催
 

WHAインダストリアル・デベロップメント社はWHA工業団地
に入居するさまざまな企業のマネージャーや責任者を対象に
「Innovation Advanced Security System and 
Engineering Solutions for Smart Factory」と題したウエ
ビナーを開催。PCS　Security and facility Services国内
営業部長Nathawat Rucksawong氏が2021年の注目すべ
きセキュリティトレンドについての有益な情報を提供し、同社
エンジニアリングサービス　オペレーションマネジャーの
Snthorn Boonto氏が スマートファクトリーのためのエンジ
ニアリングソリューションについて説明を行いました。
　参加者はそれぞれの施設のセキュリティ、効率、パフォーマ
ンスを向上させる方法についての包括的な説明に耳を傾けて
いました。

WHAグループ、2021年のCSR活動を開始WHAグループ、2021年のCSR活動を開始

Spiber( タイ )、
WHA 工業団地に最新技術の生産拠点を開所

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
通
し
て

　
　
　   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

  

W
H
A
、
デ
ジ
タ
ル
展
開
で
新
境
地
　
タ
イ
の
産
業
界
に
新
風
を
吹
き
込
む

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
医
療
分
野
に
お
け

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
に
深
い
関

心
を
寄
せ
て
お
り
、
医
師
が
画
像
分
析

を
行
い
、
診
断
を
下
す
一
助
と
な
る
人

工
知
能
（
A
I
）
開
発
を
す
る
タ
イ
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業P

erceptra

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
こ
こ
数
年
、
技
術
が
い

か
に
産
業
を
変
え
て
き
た
か
見
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

中
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
重
要
性
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
、

W
H
A
は
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化

を
も
た
ら
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
取
り

組
み
と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

て
健
全
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
進

歩
と
成
長
の
原
動
力
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
」（
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
C
E
O
）

　

W
H
A
は
保
健
省
と
も
協
力
し
て
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
か
つ
円
滑
な
配

送
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
従
業

員
、
団
地
入
居
企
業
、
近
隣
住
民
の
た

め
８
カ
所
の
工
業
団
地
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
会
場
を
設
け
ま
し
た
。「
我
々
は
地
域

の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
集
団
免

疫
獲
得
の
た
め
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
会
場
で
は
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の

人
々
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
目

的
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
な

い
人
、
交
通
手
段
が
な
い
人
を
含
め
、

全
て
の
人
々
に
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
る

よ
う
す
る
こ
と
で
す
」
と
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
産
業
・
国
際
部
門
取
締
役
デ
ビ
ッ
ド
・

ナ
ー
ド
ン
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

S
p
i
b
e
r
株
式
会
社
の
タ
イ
子
会
社
、
S
p
i
b
e
r
（
タ

イ
）
は
ラ
ヨ
ン
県
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
内
の

新
施
設
の
開
所
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
最
先
端
技
術
を
用
い

た
当
施
設
は
繊
維
の
原
料
と
な
る
構
造
タ
ン
パ
ク
質
（Brew

ed 
Protein

）
の
原
末
を
生
産
す
る
世
界
で
最
大
級
の
拠
点
と
な
り

ま
す
。
S
p
i
b
e
r
の
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、
新
施
設
は
研
究
開
発
（
R
＆
D
）、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
機
能
し
、
生
産
効
率
を
上

げ
、
環
境
負
荷
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

東亞合成、WHA 社と土地購入契約を締結
 EEC での事業拡大に向けて

　

高
品
質
な
ア
ク
リ
ル
製
品
や
化
学
品
の
製
造

を
手
掛
け
る
東
亞
合
成
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
は
、

チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー

ボ
ー
ド
工
業
団
地
2
（
W
H
A 

E
S
I
E 

2
）
で
、
既
存
の
事
業
を
拡
張
す
る
た
め
土
地

購
入
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
高
度
な
技
術
と

最
先
端
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
備
え
た
新
施
設

で
は
生
産
能
力
を
高
め
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
か
ら
の
高
ま
る
需
要
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

　開所式にてWHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役デビッド・ナードン氏（左から３人目）と同最高執行責任者ヴィ
ワット・ジラティカルンサクル氏（左から２人目）の立ち会いのもと、WHAコーポレーション社会長兼グループCEOジャリーポーン・ジャ
ルコーンサクン氏（写真中央）より祝福を受けるSpiber（タイ）社社長の森田啓介氏（右から3人目）。

　WHA コーポレーション社会長兼グループ CEO ジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（中央）と東亞合成（タイランド）社社長の竹
井利明氏 (右から3人目)はこのほど東部経済回廊（EEC）での事業拡大のため土地購入契約を交わしました。式典には東亞合成（タイランド）
社取締役役員工場長の出口浩司氏 ( 右から 2 人目 )、WHA インダストリアル・デベロップメント社副社長のラッダー氏 ( 左から 3 人目 )
らが出席しました。

WHA コーポレーション社会長兼グループ CEO ジャリー
ポーン・ジャルコーンサクン氏はバンナーのランドマーク
となる WHA の新社屋、WHA タワーを訪れた、日立ア
ジ ア（タイ）、セントラル・リテ ール（CRC）Thai 
Watsadu、タイ鹿島建設など、トップ企業の代表を暖か
く迎えました。タワーは 25 階建て、総面積 52,000 平
方メートルのオフィススペースと共有のオープンスペースが
あり、この他に高級店舗スペースを有し、人々の仕事場と
憩いの場として両立しています。東部経済回廊（EEC）
への便利なアクセス、バンコクにも近く、スワンナプーム
空港、メガ・バンナー、セントラルバンナー、国内の主
要な港にも至近の WHA タワーでは、現在入居者を募集
しています。

WHA Group WHA ID

世界保健機関（WHO）が新型コロナウイルスのパンデ
ミック宣言を行ってから1年。世界中の人々が、突然の
日常生活の変化を受け入れ、ニューノーマルな時間を
過ごすようになりました。このなかWHAグループでは家
庭、学校、地域を含む支援のネットワークを強化するた
めに若い世代と社会に向けた活動を継続してきました。
3月にはWHAインダストリアル・デベロップメント社
（WHA I D）とWHAユーティリティ＆パワー社
（WHAUP）が中心となり地域住民のためにいくつかの
活動を実施しました。

教育支援

若い世代は社会の発展にとって重要な役割を担ってい
ます。教育を通して、若い世代は家族を含め自身の生活
を向上させるための武器を身に着けるのです。そして教
育を受けることにより生産性のある市民となりうるので
す。WHA ID と WHAUP はチョンブリ県シラチャの
Bowinコミュニティの学校に教育支援のための寄付を
行いました。
タイ工業団地公社（IEAT）と工業団地入居企業の協力

WHAバンナーの新社屋完成
パートナー企業各社から多くの祝福の言葉が寄せられる
WHAバンナーの新社屋完成
パートナー企業各社から多くの祝福の言葉が寄せられる

デ
ー
タ
共
有
の
難
し
さ
な
ど
の
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
人
口
知
能

（
A
I
）
を
搭
載
し
た
デ
バ
イ
ス
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
る
デ
ー
タ

共
有
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
迅
速

に
、
か
つ
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
、
人
的
ミ
ス
と
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
タ
イ
の
産
業

分
野
を
向
上
さ
せ
る
ス
マ
ー
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
支
持
す
る
た
め
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
初
め
に
は
、
タ

イ
で
初
め
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
発

及
び
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
な
る
T
u
s
P
a
r
k 

W
H
A
が
設

立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
た

め
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長
兼
グ
ル
ー

プ
C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
（
左
か

ら
2
人
目
）
と
上
海
汽
車
集
団

（
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
社
）
お
よ
び
Ｍ

Ｇ
セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
社
長
の

Z
hang H

aibo

氏 

（
右
か
ら
2
人

目
）
は
、
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）

域
内
の
電
気
自
動
車（
E
V
）M
G
ス
ー

パ
ー
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
の
最
終

合
意
案
を
締
結
し
ま
し
た
。
S
A
I
C

モ
ー
タ
ー
社
副
社
長Suroj Sangsnit

氏 

）（
右
端
）、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
＆
国

際
部
門
最
高
執
行
責
任
者
ヴ
ィ
ワ
ッ

ト
・
ジ
ラ
テ
ィ
カ
ル
ン
サ
ク
ル
氏
（
左

端
）
も
式
典
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　

流
通
・
工
業
団
地
運
営
大
手
W
H
A

グ
ル
ー
プ
は
、
上
海
汽
車
集
団

（
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
社
）
お
よ
び
タ

イ
で
M
G
ブ
ラ
ン
ド
車
の
製
造
と
販
売

を
担
う
M
G
セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
と
共

同
で
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
と
サ

ラ
ブ
リ
県
に
あ
る
W
H
A
工
業
団
地
に

電
気
自
動
車
（
E
V
）
用
の
「
M
G
ス
ー

パ
ー
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
5
カ
所

設
置
す
る
契
約
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
は
、
M
G
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
活
動
の
一
つ
で
、
官
民
一
体
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
に
優
し
い

電
気
自
動
車
の
普
及
を
目
指
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。 

チ
ョ
ン
ブ
リ
、
ラ
ヨ

ン
、
サ
ラ
ブ
リ
の
３
県
に
あ
る
W
H
A

工
業
団
地
に
設
置
さ
れ
た
充
電
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
10
月
以
降
、
24
時
間
体

制
で
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
と
M
G

セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
の Zhang H

aibo

社
長
は
「
E
E
C
内
に
M
G
ス
ー
パ
ー

充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
試
験
的
に
設
置

す
る
こ
と
で
タ
イ
国
内
の
電
気
自
動
車

の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
E
E
C
に
お
け
る
W
H
A

グ
ル
ー
プ
の
存
在
は
絶
大
で
、
共
同

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
充
電
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
し
、
成
長
す
る
電
気
自
動
車

市
場
を
支
え
、
安
全
で
、
ク
リ
ー
ン
、

一
般
の
人
々
に
も
便
利
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
、
そ
ん
な
自
動
車
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
我
々
は
タ
イ
が
国
を
あ
げ
て

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
」

　

一
方
、
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

氏
は
「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
持
続
可
能
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め

W
H
A
グ
ル
ー
プ
と
M
G
、
W
H
A
工
業
団
地
内
に

　
　
　
　
　
　
E
V
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
共
同
開
発

W
H
A
U
P
、
太
陽
光
発
電
事
業
を
拡
大
　

   

2
0
2
1
年
内
に
総
発
電
容
量
6
7
0
M
W
達
成
を
目
指
す

CSR

に
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
パ
ー
ト
ナ
ー
を
常
に
追
い
求
め
て
い

ま
す
。
M
G
社
と
の
戦
略
的
な
協
力
関

係
は
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
環
境
価
値

に
対
す
る
確
固
た
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
強
調
す
る
も
の
で
す
。
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進
し
、

E
E
C
周
辺
で
増
え
続
け
る
電
気
自
動

車
利
用
者
を
支
持
し
、
電
気
自
動
車
の

一
大
生
産
拠
点
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
チ
ョ
ン
ブ

リ
・
ク
リ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
産
業
廃
棄

物
発
電
所
、
水
再
生
処
理
プ
ラ
ン
ト
お

よ
び
廃
水
シ
ス
テ
ム
、
屋
上
設
置
型
太

陽
発
電
、
そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
グ
リ
ー
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、
工
業
団
地
や
物
流
施
設
の
環

境
に
優
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速

な
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会
の
責
任
あ
る

一
員
と
し
て
、
天
然
資
源
や
環
境
を
保

護
・
保
全
す
る
方
法
を
模
索
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー

社
（
W
H
A
U
P
）
は
太
陽
光
発
電
事

業
投
資
計
画
に
向
け
て
万
全
の
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
同
社
は
こ
の
ほ
ど
、

バ
ン
ポ
ン
タ
ピ
オ
カ
（
B
T
F
）
社
の

敷
地
面
積
20
ラ
イ
に
発
電
容
量
2
・
32

M
W
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

契
約
を
結
び
ま
し
た
。
ラ
チ
ャ
ブ
リ
県

に
所
在
す
る
B
T
F
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
り
25
年
間
で
お
よ
そ
2
億

6
0
0
万
バ
ー
ツ
の
電
力
コ
ス
ト
を
節

約
で
き
る
見
込
み
で
す
。
操
業
開
始
は

2
0
2
2
年
2
月
で
す
。

　

W
H
A
U
P
社
は
目
標
と
し
て
い
る

持
ち
株
に
基
づ
く
発
電
容
量
を
昨
年
度

の
5
9
0
M
W
か
ら
6
7
0
M
W
へ
と

拡
大
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
1

年
は
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
61
M
W
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
加
え
て
、
さ
ら
に

40
M
W
相
当
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設

置
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
商
業
運
転

開
始
日
（
C
O
D
）
に
は
約
22
M
W
か

ら
順
次
開
始
し
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
最
高
経
営
責
任
者
の

二
ポ
ン
博
士
は
、
同
社
が
今
後
も
タ
イ

と
ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
団
地
内
外
で
の
事

業
発
展
に
注
力
し
、屋
上
太
陽
光
発
電
、

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
、
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
太
陽
光
発
電
や
地
上
設
置
ソ
ー

ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
な
ど
の
太
陽
光
発
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
明
か
し
ま
し

た
。
こ
の
他
に
も
顧
客
に
要
望
に
合
っ

WHAグループ、GMSロジスティックスフォーラム参加者を歓迎
 
WHAグループ、GMSロジスティックスフォーラム参加者を歓迎
 

WHAコーポレーション社コーポレート・マーケティング部シニ
ア・マネジャーFasai Finch氏（写真前列右から3人目）を代表と
するWHAグループは、メコン・インスティトゥート（MI）が主催
し、タイ国際会議展示場機構が主催するGMSロジスティックス
フォーラムの参加者を歓迎しました。今回の視察では政府関係
者、開発支援団体、運輸・物流企業、サプライヤー、製造業へ、東
部経済回廊（EEC）に位置するWHA工業団地の世界基準の事
業運営、施設、サービスの概要が伝えられました。

　

タ
イ
工
業
団
地
運
営
大
手
の
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
は
デ
ジ
タ
ル
医

療
技
術
を
用
い
た
健
康
管
理
支
援
を
拡

大
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
に
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
を
行
う
な
ど
、
日
常
生
活
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
科
学

技
術
を
駆
使
し
、
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
や

勉
強
を
継
続
し
、
他
者
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
産

業
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
多
く
の

患
者
が
在
宅
医
療
を
求
め
、
手
薄
な
医

療
従
事
者
、
医
療
備
品
の
供
給
不
足
、

た
新
し
い
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
も
常
に
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
で
は
主
要
な
顧
客
に

太
陽
光
発
電
の
拡
大
設
置
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
こ
の
計
画
に
は

W
isew

ood

社
の
発
電
容
量
4
・
99

M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
や
水
上
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
オ
ー
ト
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
（
タ
イ
）
の
屋
上
太
陽
光
発

電（
5
M
W
）、Asno H

orie （T
hailand

） 

の
屋
上
太
陽
光
発
電
、
S
A
I
C
モ
ー

タ
ー
社
の
タ
イ
国
内
最
大
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ー
ク
（
4
・
88
M
W
）
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
は
経
験
豊
富
な
、
高

い
技
術
力
と
安
全
基
準
、
専
門
知
識
と

実
績
に
よ
り
、
A
S
E
A
N
地
域
に
お

け
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
お
け
る
第
一
人
者
と
な
る
準
備

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

日立セールス（タイ）岩永正徳氏はWHAタワーを訪問し、WHAコーポレーシ
ョン会長兼グループCEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏に祝福の言葉
を述べました。

CRC Thai Watsadu社長のSuthisarn Chirathivat氏よりお祝いの花束を受
けとるジャリーポーン氏

入居者募集中のWHAタワーを訪れたタイ鹿島建設（株）浜田雅則社長 

により、WHA IDとWHAUPはチョンブリ県シラチャのBaan Khao 
Hin　(Nikorn Rat Bamrung)学校の創立45周年記念式典に参
列しました。野外活動を推進し、勤勉な教師陣と生徒へ支援を提供
するまたとない絶好の機会となりました。
またスポーツマンシップ育成のため、ラヨン県Nongbuaスタジアム
にて開催されたサッカー大会「WHA Nongbuaユースリーグ
2021」を協賛しました。スポーツイベントを通して生徒たちはメンタ
ルと身体の健康を維持しチームワークの重要性を学ぶことができま
す。

コミュニティとの強い絆を構築する

WHAグループを代表してWHA IDとWHAUPはチョンブリ県シラ
チャ登記所を表敬訪問し、事務所の維持と住民へのサービス向上
のための資金援助を行いました。これにより、WHA代表は地元の政
府関係者と会う機会を得ました。
さらにBang Bueng地区管理事務所にも地域コミュニティの住民
のためのサービスポイント設置や事故防止のための交通安全意識
の向上に役立てる資金を提供しました。
また、ラヨン県Bang Khai警察署へは警察官らがより効率的に作
業をこなせるようコンピューターの提供や施設管理のための資金援

助を行いました。
WHA IDとWHAUPはラマ3世の命日に地元当局が主催した清掃キャンペーンにも参加しました。参加者全員がボランティアで地
域の秩序と住民の安全を守るため、道路や歩道のゴミ拾いをおこないました。
CRS活動を継続していくことで、WHAグループは持続可能な方法で地域社会の発展と福祉の向上に貢献しています。 
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